
5

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 3

兼 3

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 1

兼 1

備　　　　考

１前

（１） 授業科目表

＜国際関係学部　国際学科＞

２　授業科目の概要

配 当
年 次

助　手講　師 助　教

専任教員等の配置

教　授 准教授
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科目
区分

初年次
教育科目

スタートアップセミナー

英語スキルⅡ

教
養
課
題
教
育
科
目

授業科目の名称

全
学
共
通
教
育
科
目

キャリア
教育科目

自己開拓

ス
キ
ル
教
育
科
目

1 2

単位数

1

必　修 選　択 自　由

１後 1

社会人基礎知識 ２前 2

英語スキルⅠ １前 　 1

１後 　 1

英語スキルⅢ ２前 1

英語スキルⅣ ２後 　 1

日本語スキルA １前 　 2

日本語スキルB ２後 2

情報スキル入門 １前 　 2

情報スキル活用 １後 2

1

留学英語B（TOEFL） ２後 1

資格英語A（英検） ２前 1

資格英語B（TOEIC） ２後 1

パセオアカデミックL&S A １前 2

パセオアカデミックL&S B １後 2

パセオアカデミックR&W A １前 2

パセオアカデミックR&W B １後 2

パセオコンテンツA １前 1

パセオコンテンツB １前 1

ドイツ語入門Ⅰ １前 1

ドイツ語入門Ⅱ １後 1

フランス語入門Ⅰ １前 1

フランス語入門Ⅱ １後 1

中国語入門Ⅰ １前 1 1

中国語入門Ⅱ １後 1 1

スペイン語入門Ⅰ １前 1 1

スペイン語入門Ⅱ １後 1 1

ポルトガル語入門Ⅰ １前 1

ポルトガル語入門Ⅱ １後 1

韓国語入門Ⅰ １前 1 1

韓国語入門Ⅱ １後 1 1

実践外国語A ２前 1 　

実践外国語B ２後 1 　

語学研修A １前 1

語学研修B １後 1

外
国
語
教
育
科
目

留学英語A（TOEFL） ２前

2世界の歴史と日本 １後

社
会
リ
テ
ラ
シ
ー

現代社会と法 １後

日本の憲法

心と身体 １後

人
文
リ
テ
ラ
シ
ー

日本の歴史と文化 １後 2 1

芸術の世界 １後 2

芸術の表現 １後 1

映像を読む １後 2

教育をみつめて １後 2

哲学と思考 １後 2

2

１後 2

政治と社会 １後 2

現代経済とビジネス １後 2

生活環境と人間 １後 2

2

科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー

数学の思考法 １後 2

科学技術と社会 １後 2

物理と自然 １後 2

化学と物質 １後 2

生物と環境 １後 2

生命と医療 １後 2

地球と生命 １後 2
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼 2

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼
3
2

教育の充実を図るため、担当
者の追加（28）
担当者：白石千鶴（兼任講
師）

兼
3
5

Amy Stotts兼担講師、David
Patrick Allen兼担講師、
Jaime Morrish兼任講師の辞
退に伴い、担当者の変更、追
加（28）
担当者：Cynthia Yoder（兼
担講師）

兼
4
3

Jamie Taylor兼担助教、
Gareth Thomas兼任講師の辞
退に伴い、担当者の変更、追
加（28）
担当者：Robert Campbell
（兼担講師）、柳澤幾美（兼
任講師）、Cameron Smith
（兼担講師）

兼
3
2

教育の充実を図るため、担当
者の追加（28）
担当者：白石千鶴（兼任講
師）

兼
3
5

Amy Stotts兼担講師、David
Patrick Allen兼担講師、
Jaime Morrish兼任講師の辞
退に伴い、担当者の変更
（28）
担当者：Cynthia Yoder（兼
担講師）

国
際
英
語
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
教
育
科
目

東アジアから学ぶB 1

1

１前

導
入
科
目

１前

２前

法学概論

地
域
研
究
科
目

1３前

2

2

2

12

２後

２前

２後

１後

２前

１後

２前

2

2

2

2

2

１前

１後

１前

１前

2

2

1

1

1

1

1

1 2

1

10

1

1

1

1

1

1

3

１前

１前

1

1

全
学
共
通
教
育
科
目

特別課題
教育科目

人類と資源 ２前 2

持続学のすすめ ２前 2

地域の防災と安全 ２前 2

地球を観る ２前 2

グローバル環境論 ２前 2

地域共生実践 ２前 2

健康と
スポーツ

健康科学 １前 1

スポーツB ２後 1

スポーツA ２前 1

スポーツ
活動

スポーツ活動A １前 1

スポーツC ２前 1

スポーツ活動B １後 1

スポーツ活動C １前 1

スポーツ活動D １後 1

スポーツ活動E １前 1

スポーツ活動F １後 1

スポーツ活動G １前 1

スポーツ活動H １後 1

国際関係入門 １前

地域研究入門

経済学概論

政治学概論

世界史概論 2

文化人類学入門

世界の言語

１後

１前

2

アジア研究入門 2

1１前 2

社会学入門 2

南北地域論

東アジアから学ぶA

２後 2

東南アジアから学ぶ

アフリカから学ぶ

西アジアから学ぶ

ヨーロッパから学ぶ 1

2

３後

ラテンアメリカから学ぶ 2

北米から学ぶ

環太平洋から学ぶ

地域研究特殊講義 ３前 2

２後

2

国際英語ⅠA 3

6 1

比較地域研究論 2 8

国際英語ⅠB 1

国際英語ⅠC 1

国際英語ⅡA １後 1 3

1

国際英語ⅡB １後 1 1
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兼
4
3

Jamie Taylor兼担助教、
Gareth Thomas兼任講師の辞
退に伴い、担当者の変更、追
加（28）
担当者：Robert Campbell
（兼担講師）、柳澤幾美（兼
任講師）、Cameron Smith
（兼担講師）

兼 7

兼 7

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

学
部
教
育
科
目

国
際
英
語
科
目

ア

ド

バ

ン

ス

ト

英

語

科

目

ア

ド

バ

ン

ス

ト

中

国

語

科

目

世
界
と
日
本
研
究
科
目

国
際
政
治
経
済
科
目

多
文
化
共
生
科
目

学
科
専
門
科
目

2

中
国
語
科
目

地
域
言
語
科
目

2 1

2

韓国語Ⅰ

学
科
基
礎
科
目

２前 2

音声学 ２前

韓国語Ⅱ ２後

ビジネス中国語A ２前

資格中国語B

スペイン語Ⅱ ２後 2

スペイン語Ⅰ ２前 2

２前 2

フランス語Ⅱ ２後

国際英語ⅡC １後 1

国際英語Ⅲ ２前 2

国際英語Ⅳ ２後 2

1

1

1

1

中国語B １後 2

中国語A

中国語C ２前 1

１前 2

1

ドイツ語Ⅰ ２前 2

中国語D ２後 1

ドイツ語Ⅱ ２後 2

フランス語Ⅰ

2

国際ビジネス英語A ３前

音韻論 ２後

1

国際ビジネス英語B ３後 1

国際時事英語 ３前 1

国際観光・ホテル英語 ３後 1

2 1

ビジネス中国語B ２後 2 1

資格中国語A ３前 2

３後 2 1

1

国際関係論 ２後 2 1

国際政治学 ２前 2 1

国際政治史 ２後 2 1

国際法 ２前 2 1

国際機構 ３前 2 1

国際経済学 ２前 2 1

貿易論 ３前 2 1

国際金融論 ３後 2 1

国際経済史 ２後 2 1

国際関係のデータ分析 ３後 2 1

国際協力論 ２前 2 1

国際公共政策論 ２後 2 1

文化人類学 ２前 2 1

社会学 ２前 2 1

宗教人類学 ３前 2 1

比較宗教学 ３後 2 1

社会思想史 ３後 2

西洋思想史 ３後 2

フィールドワーク論 ２後 2 1

社会調査法 ３後 2 1

考古学 ２前 2 1

観光文化論 ３後 2 1

地誌A ２前 2 1

地誌B ２後 2

人文地理学 ３後 2

人間と環境 ３前 2 1

文芸と社会 ２後 2 1

西洋文化史 ２後 2 1

世界遺産を学ぶ ２後 2 1

博物館と文化 ３前 2 1

国際ジェンダー論 ３後 2 1

比較社会論 ３前 2 1

グローバルビジネス論 ３前 2 1

民俗学 ３後 2 1

世界の中の日本 ２後 2 1

世界の民族音楽 ２後 2 1

日本の歴史A ２前 2

日本の歴史B ２後 2
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

世
界
と
日
本
研
究
科
目

学
科
専
門
科
目

学
部
教
育
科
目

卒業研究

実
践
科
目

3 2

4 3

国際専門演習A ３前 1 13

4

国際応用演習B ２後 1

2 2

国際応用演習A ２前 1 3

1

国際基礎演習 １後 1 3

2

ハイブリッド・プロジェクトD ３前 1 2

3

ハイブリッド・プロジェクトC ２後 1 2

1 1

ハイブリッド・プロジェクトB ２前 1 2

1

ハイブリッド・プロジェクトA １後 1 4

3 2

インターンシップB ３前 2

1

国際専門演習B ３後 1 13

2

インターンシップA ３前 1

フィールドワークC ２前・後 1

フィールドワークB ２前・後 1 2

国
際
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
演
習
科
目

学
科
応
用
科
目

日本語教育実習 ４前 1

日本語教授法D ３後 2

日本語教授法C ３前 2

日本語教授法B ２後 2

日本語教授法A ２前 2

[　0　]

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

自　由 計

科目

必　修

8 8

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

選　択

　　　　

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

[　0　]

必　修

（２） 授業科目数

0

[　0　]

科目

192

[　0　]

184

設　置　時　の　計　画

科目 科目

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

選　択 自　由

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

科目 科目科目

変　　更　　状　　況

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

備　　　　　　　　考

192 184

科目

計

0

2

海外留学A ２前・後 2 2

海外留学B ２前・後 2 1 1

海外留学C ２前・後 2 1

海外留学D ２前・後 2 2

海外留学E ２前・後 2 1 1

海外留学F ２前・後 2 2

海外留学G ２前・後 2

卒業研究 ４通 4

フィールドワークA ２前・後 1

2

2

13 3
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当なし

＝ 0.00
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目
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